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Ⅴ　 上下水道

１ ． 上水道
水道普及率は９ 割以上であり 、 ほぼ全ての人が水道を利用し ている。

水道普及率の推移
単位： 人

平成2 2 年 2 4 2 6 2 8 3 0 令和元年 2

給水人口　（ 人） 5 7 ,8 8 0 5 8 ,1 9 1 5 8 ,3 0 4 5 8 ,3 4 4 5 8 ,3 3 1 5 8 ,4 1 7 5 8 ,4 0 8

市 人 口　（ 人） 5 9 ,8 2 3 6 0 ,0 3 4 6 0 ,0 6 6 6 0 ,0 6 2 5 9 ,9 8 1 6 0 ,0 6 2 6 0 ,0 5 3

水道普及率（ ％） 9 6 .8 9 6 .9 9 7 .1 9 7 .1 9 7 .3 9 7 .3 9 7 .3

資料： 市水道課
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（ 　 　 公共下水道利用者数　 　 農業集落排水施設利用者） （ 　 　 下水道普及率）

平成2 2 年
8 0

1 0 0

9 0

2 4 2 6 2 8 3 0 令和元年 2

公共下水道： 主と し て市街地における下水を 排除し 、 又は処理するために

地方公共団体が管理する下水道で、 終末処理場を 有するも の

又は流域下水道に接続するも のであり 、 かつ、 汚水を 排除す

べき 排水施設の相当部分が暗渠である構造のも の（ 複数の市

町村区域にまたがる場合は流域下水道と いう ）

農業集落排水： 農業用排水の水質保全と 農村環境の改善を 図り 、 併せて公

共用水域の水質保全に寄与するこ と を 目的と し て、 農業集

落における汚水を処理するための処理施設を有するも の

解　 説

２ ． 下水道
公共下水道と 農業集落排水施設の普及率は、 約９ 割と なっ ている。

下水道普及率の推移
単位： 人

平成2 2 年 2 4 2 6 2 8 3 0 令和元年 2

公共下水道
利用者数

4 1 ,0 8 9 4 2 ,4 4 2 4 3 ,6 3 0 4 3 ,2 2 6 4 3 ,7 4 1 4 4 ,4 2 3 4 5 ,0 3 4

農業集落排水施設
利用者数

6 ,0 9 7 6 ,1 1 5 6 ,2 1 5 6 ,1 0 6 6 ,2 1 3 6 ,3 4 0 6 ,4 3 7

下水道普及率（ ％） 8 2 .5 8 4 .7 8 7 .2 8 7 .6 8 8 .2 8 8 .7 8 8 .9

※下水道普及率は公共下水道と 農業集落の数値を 合わせたも の 資料： 市下水道課
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